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１．プログラムの重点化の進め方について（案）

（１）現行の基本計画においては、「起きてはならない最悪の事態」を回避するための施策群である４５のプログ
ラムから、重点化すべき１５のプログラムを選択していたところ。

（２）現在進めている脆弱性（予備）評価においては４５のプログラムも見直されていることや、施策の進捗、社
会情勢の変化等も踏まえ、重点化すべきプログラムを入れ替えも含めて見直す必要がある。

（３）重点化すべきプログラムは、基本計画に記載するとともに、毎年度の予算要求に反映する。

４５のプログラムの中から、重点化すべきプログラムを選択する。
具体的には、
①４５のプログラムを対象に、重点化すべきプログラムについて、懇談会委員、及び自治体、経済界から意見

を聴取する。（国土強靱化基本法第１７条第７項の規定※に基づく意見聴取と同時に行う予定。）

②選択の目安としては、以下の事項が考えられる。

≪重点化すべきプログラムの目安（案）≫
・影響の大きさ
※フロー分析から得られた、頻出フロー（フローチャート中の「青枠」）に該当する事態の重要性も考慮

・国の役割の大きさ

・緊急度

③懇談会等から意見を踏まえ、重点化すべきプログラムを決定する。

１）概要

２）選択の進め方

※国土強靱化基本法第１７条第７項：本部は、国土強靱化基本計画の案を作成しようとするときは、あらかじめ、都道府県、市町村、学識経験を有する者、及び
国土強靱化に関する施策の推進に関し密接な関係を有する者の意見を聴かなければならない。 1



２．「国土強靱化のための戦略的政策課題（仮称）」について（案）

（１）これまでの脆弱性評価においては、「起きてはならない最悪の事態」を想定したうえで、施策分野ごとの評
価を実施してきた。

（２）一方で、脆弱性（予備）評価において進めてきたフローチャート分析により、効率的・効果的な国土強靱化
のためには、複数のフローに頻出する事象など新たな視点に着目して分析する重要性が浮き彫りになって
きたところ。

（３）このため、フローチャートをベースに、これら新たな視点を踏まえ、「国土強靱化のための戦略的政策課題
（仮称）」 （以下、「戦略課題」）を設定し、懇談会で集中的に議論する。

①戦略課題は、脆弱性評価におけるフローチャートをベースとして設定する。

②基本計画の策定と併行して戦略課題の候補を選定し、社会情勢や災害の発生状況を踏まえ、年度ごとに戦
略課題の見直しを行う。

≪戦略課題選定の目安≫
・複数のフローに頻出する事象で、多くの「起きてはならない最悪の事態」に広く影響する事象
・各プログラム間の連鎖において、多くの他のプログラムに広く影響を与えるプログラム
・初期事象から最悪の事態に至るフローの中で、施策が少ないフロー など

※省庁間の総合調整が難しい事項に配慮

③毎年度、選択された戦略課題に沿って、施策の進捗状況の確認や、施策の不十分な戦略課題の対応方策
等、懇談会で集中的に議論する。検討結果は、毎年度のアクションプランに反映する。

１）概要

２）選択の進め方
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〔参考〕フローチャート分析における頻出事象

事象名 出現数

災害リスクの高い場所への人口集中 10

住宅・建物の被害 10

人員・資材等の不足 7

情報を収集できない 6

大規模な復旧需要の発生 6

逃げ遅れの発生 6

下水等集排水管路、揚水施設の被害 5

河川管理施設の被害 5

危険で近寄ることができない 5

専門技術者の不足 5

損壊に関する情報を収集できない 5

損壊箇所を特定する情報や技術の不足 5

通信関連施設の被害 5

道路・鉄道施設等の被害 5

復旧工事が遅れる 5
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問題事象物的被害 最悪の事態

【W】
被災地におけ
る疫病・感染

症等の
大規模発生

【C】
住宅・建物の

被害

「（2-6）被災地における疫病・感染症等の大規模発生」のフローチャート案

【E】
避難所以外
への避難者

発生

【D】
FC 2-5

（略） 医療機能の
麻痺

初期事象

【A】
大規模自然
災害の発生

【F】
避難所の衛生
環境の悪化

【G】
正しい感染症
等予防に関す
る情報が行き
渡らない

【B】
汚水処理施
設の被害

フローチャート２-６（WG６）

7

7

13

1

1

3

10

10

18

1

【I】
疫病・

感染症等
のまん延

堤防等の被害 【M】
泥等の
氾濫

【H】
予防接種の
接種率低迷

【O】
屋外の衛生
環境の悪化

【K】
河川管理施設

の被害

【J】
海岸保全施設

の被害

【L】
下水等集排水管路
、揚水施設の被害

【N】
汚水処理
機能の停止

1

【P】
災害リスクの
高い場所への
人口集中

例）車中泊、身寄せ、
テント生活等

7

1

AL

AJ

国土強靱化のための戦略的政策課題（仮称）設定イメージ

初期事象から最悪の事態に至るフロー
の中で、施策が少ないフロー

複数のフローに頻出する
事象
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